
































Diffi  culties in Reading Critical Essays in Japanese Language High School Classes
Chika Tojo and Shigeo Mase
Abstract: Improving high school Japanese language reading comprehension is important. 
However, as the difficulties students have with reading have not been sufficiently clarified, 
this study sought to identify the specific reading comprehension problems of Japanese high 
school students during classes. Initially, a class was designed and implemented to teach reading 
strategies based on the fi ve reading skills outlined in the reading comprehension model. Then, 
a survey based on the abovementioned model was conducted to evaluate the students’ reading 
comprehension class results. It was found that the students who had reading diffi  culties lacked 
fundamental reading skills and were unable to benefi t from reading classes, and the students 
who had fundamental reading skills lacked deep reading abilities. In the future, these reading 
difficulties need to be further clarified and support activities developed to promote better 
reading outcomes.






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ルデザインのモデル」（小貫 , 2014, p.49）における，
学習への「参加」と「理解」を促す支援ができると考
えていた。ところが，Ａグループの生徒にとってこの
支援が有効ではなかったことが示されたことから，こ
れらの生徒が読解学習に参加できていない状態であっ
たことが予想される。このような結果から，方略指導
のあり方を見直し，より明確でわかりやすい指導とな
るよう，ワークシートや板書を工夫する必要があると
いえる。また，これらの生徒に対して授業内で個別に
関わる機会を増やし，学習への参加，学習内容の理解
をもっと丁寧にアセスメントすることも検討しなけれ
ばならないだろう。
　一方，Ｂグループの生徒のように，根本的な読解力
はあるものの，授業においてはその読解力が十分にい
かされていない生徒の存在も明らかになった。これら
の生徒は，調査前におこなった授業における支援的な
関わりに効果が見られたことから，今後も読解方略を
明示的に指導しつつ，さらに支援的な関わりを増やし
ていくことを考えていきたい。
　たとえば，生徒⑤の調査結果からは，読解すること
だけでなく，自分が考えたことを適切に表現（言語化）
していくことにつまずきがある可能性がうかがえる。
この傾向は定期試験においても同様で，記述して解答
する際の字数指定が長い問題についてつまずきが見ら
れる。このように，文章にして表現することが苦手な
生徒や学習したことを覚えておくことが苦手な生徒の
ために，学習内容を自分の言葉でまとめる時間を適宜
確保するなど，「授業のユニバーサルデザインのモデ
ル」における「理解」を支援する関わりを授業の中に
取り入れることが読解のつまずきを解消する手立てに
なると考える。
５．成果と課題
　本研究では，今回の調査と定期試験での読解問題の
成績との間に相関が見られたことから，授業において
読解に難しさがある生徒の読解のつまずきを明らかに
することができた。加えて，授業でおこなう読解学習
において，読解につまずきのある生徒への支援のあり
方について具体的な方向性を示すこともできたと考え
ている。
　ただ，本研究では，文章読解のモデルにおける①の
読みと読解力との関連について検討することができな
かった。読解に難しさを感じる生徒の中には，そもそ
も作品に興味をもったり，文章を読解することに注意
を向けたりすることができない生徒も少なくない。①
の読みは，各自の読書経験の程度や物事に幅広く関心
を向けられるかどうか等に影響される。読解に難しさ
がある生徒は読解経験が少なくなりがちで，自分なり
に読解方略を計画することにも難しさがある。また，
認知の仕方や記憶の仕方に特性があり，読解のつまず
きの原因になっている場合も少なくない。そのため，
①の読みと読解のつまずきとの関連を検討し，授業に
おける支援の工夫につなげていく必要がある。今後は，
本研究で十分に検討できなかった観点からも読解のつ
まずきについて明らかにし，それぞれに応じた支援の
工夫を体系的に整理していきたいと考えている。
　また，本研究では評論文を用いて読解の難しさにつ
いて検討した。しかし，生徒が卒業後，自立して文章
を読解できる力を育成するには，実用的な文章や非連
続型テキストの読解についても読解のつまずきを検討
する必要がある。加えて，様々な学力層の生徒を対象
に実施できるよう調査問題を見直す必要もある。今後
も読解のつまずきについてより明確に分類できるよう
検討し，それぞれのつまずきに応じた支援のあり方を
考えていきたい。
─ 104 ─
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